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そのほかの人々（潜在的にはすべての人々）の人権
保障と結びつくためには、より多くの者が人権を権
利として自覚し、その実現と保障に関心を抱くこと
が不可欠である。その達成を教育現場において目指
すことが人権教育の今後の課題であることが、今回
のシンポジウムを通して見えてきたのではないだ
ろうか。佐藤氏が明確に例示したように「障害があ
る」ことを「社会モデル」で考えるならば、一般に
「健常者」と言われる大多数の人とは、ただ単に「で
きないことがない」ように社会的に権利を保障され
ている、つまり「合理的配慮」が当たり前に講じら
れている存在にすぎない。そのことを理解するなら
ば、すべての人々が「尊厳と権利において平等」で
あるために「生存・公正・自己決定」が保障される
ことは、だれであれ私たちひとりひとりが社会にお
いて生きていくうえで必要不可欠な条件なのであ
る。その意味で「権利としての人権」は一部の「他
者」にとっての問題ではなく、「わたしたちすべて」
に関わる重大事である。
近年、「人権」に疑問を呈したり、それを否定し
ようとする言説が散見される。そうした主張に共通
して見て取れる特徴のひとつとして、「人権概念は
西洋のものであり、それを日本に導入することには
無理がある」とか「東洋／日本にはそれ特有の道徳
観念があり、それは西洋的な人権概念とは根本的に
異なる」といった物言いが見て取れる。だが、これ
ら人権概念への懐疑や拒否は歴史的な経緯に目を
閉ざしたきわめて偏ったものの見方であることが、
今回のシンポジウムでの議論を通して改めて分
かったのではないだろうか。川村氏の報告や望月氏
のコメントでは、近代ヨーロッパにおける法治国家
成立のもとで「権利としての人権」が確立された歴
史的な経緯が紹介された。だが同時に両氏は、それ
が決して近代／ヨーロッパの独占物ではなく、その
後のグローバルな歴史の動向において常なる問い
直しを受けてきたことを的確に指摘していた。つま
り、「人権」とはなにかしら特定の内実をあらかじ
め有した不変の存在ではなく、歴史・社会的な文脈
のなかで「より正しい社会」の実現に向けて作り直
されていく性格のものである。それを実現するメカ
ニズムが制度と妥当性の二側面のダイナミクスに
ほかならないことを川村氏は強調したのであり、ま
た佐藤氏が障害者差別禁止法制定後のガイドライ
ン作りの意義との関連で触れた「ヴァージョンアッ
プすることが大切」との言葉は、権利を具体的に制
度化する過程で常なる問い直しが不可欠であるこ
とを私たちに気づかせてくれるものであった。これ
らの点を十分に理解するならば、人権概念が「外か
ら／西洋のものとして／輸入された」ことを根拠に
その妥当性を否定しようとする立場は、歴史的事実
に対する真摯さにおいても知的な議論に求められ
る誠実さにおいても、きわめて不十分かつ不適切で
あると言わざるを得ない。権利としての人権が重要
である理由は、それが「西洋の産物」だからでも「先
進国の規範」だからでもない。特定の時代や社会を
超えた「普遍性」がそこに見て取れるからこそ、「人
権」は人類にとって価値があると考えられてきた。
本シンポジウムのサブタイトル「グローバル時代に
おけるHuman‥Rights という挑戦」の意義も、まさ
にこの点に賭けられている。グローバル化のもとで
さまざまな暴力や抑圧が顕在化し、これまでとは異
なる様相を示す人類の窮状を私たちは日々目の当
たりにしている。その厳しい現実を正鵠に見据えた
うえで、困難を乗り越えていくための方途として
「権利としての人権」のより普遍的な実現を目指す
ことがいま正に求められている。本シンポジウムに
参加してその想いを新たにした。
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